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本研究開発の背景

 我が国のICT産業国際競争⼒強化策
• 技術優位性を有するICT分野において戦略的海外展開を図る
• 対象システム・サービスの通信規格として国際標準化を図る
• 実証実験を踏まえた具体的な国際標準提案を⾏う

 平成24年7⽉25⽇付け情報通信審議会答申「情報通信分野にお
ける標準化政策の在り⽅」での標準化重点分野として以下を含
む先進分野が挙げられた
• デジタルサイネージ
• 次世代ブラウザ

 災害発⽣時
• デジタルサイネージが緊急情報提供インフラとして期待
• SNSなどブラウザ技術が災害時のコミュニケーション⼿段と

して有⽤であることが明らかに
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公衆無線LAN環境下での課題
 サイネージや、ネットワークカメラなどのモノとの通信

• 【課題ア-1】DLNAのSSDP※など（マルチキャスト）を⽤い
た機器発⾒プロトコルの疎通が必要となるが、プライバシー
セパレーターにより禁⽌されている

 ユーザー間コミュニケーション
• 【課題ア-2】プライバシー情報のやりとりが⾏われるため、

第3者が情報交換に⼊り込めない⼿順を取る必要がある
 通信⼿段

• 【課題イ】以下の理由により、ユーザー間のデータ交換でも、
インターネット経由の通信となるため、不要なトラフィック
の増加や、ネットとの接続が不安定な際に情報交換が困難と
なりうる。
 プライバシーセパレーターにより、直接通信ができないためイン

ターネット上のサーバーを経由した通信となる。
 同⼀ロケーションでもSSID（プロバイダ）の違いにより、イン

ターネット経由の通信となってしまう。
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※ Simple Service Discovery Protocol
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今後の取り組み

• 国際標準化、国際展開
• 国際標準化に基づく次世代ブラウザ技術活⽤について、サイネージなどデバイス連携を含

め、継続活動を⾏っていく。
• WebRTCは、ビジネスの本格展開期に差し掛かっており、本研究成果を基に知財や製品化

戦略など各種展開活動を進めていく。

• オープンソース化への取り組み
• NTTコミュニケーションズでトライアル提供中のCPaaS「SkyWay」にて、本研究開発成

果を基にしたオープンソースによるライブラリ類の展開を⾏っていく。

• 研究成果の情報発信
• 国内においては、HTML5, WebRTCコミュニティにて周知、啓蒙活動を図っていく。
• 国外においても、海外イベントでの講演など、積極的にプレゼンス向上を図っていく。

• その他、予想される波及効果
• WebRTC活⽤による、コンタクトセンタービジネスの⾼度化や遠隔医療、遠隔授業などの

発展・応⽤が期待される。
• テレプレゼンスなど遠隔ロボット操作の分野など IoT 分野でのWebRTCを活⽤した新たな

市場の創造が期待される。
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まとめ

• 災害・平常時の⼀時的な情報交換をシームレスに実現するため、サ
イネージと次世代ブラウザ連携による情報交換に関する研究開発。
特に、インターネットトラフィックの削減にフォーカスをあてた。

• 公衆無線LAN環境（プライバシーセパレーターなど）に起因する各
種課題を、WebSocket や WebRTC などの最新Webプロトコルや
IP Anycastを活⽤した解決⽅式を検証し、正常動作や現状課題を明
らかとした。

• 災害・平常時想定の被験者試験を実施し、サイネージと次世代ブラ
ウザ連携によりシームレスかつ受容性の⾼い（災害時75%）情報共
有サービスが実現可能であることを実証するとともに、サービス性
や運⽤⾯での課題を明らかとした。

• 引き続き、次世代ブラウザ技術、特に WebRTC について、IoT と
の連携も含め標準化活動やオープンソース化、ビジネス展開活動を
実施していくことで、我が国の国際競争⼒強化に寄与していく。
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